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（1） 令和5年1月1日発行

10 月 7 日（金）、博多市民センターにて
第 17回博多区高齢者カラオケ大会を開催し
ました。
3年ぶりの開催となったカラオケ大会です
が、出演した 27組はコロナ禍を吹き飛ばす
くらいの力強い歌声を会場に響かせていまし
た。応援に駆けつけた方も、その歌声に応え
るかのように拍手に熱がこもっていました。

ペンライトで仲間を後押しペンライトで仲間を後押し

受賞者の皆さん受賞者の皆さん
おめでとうございます！おめでとうございます！

最高齢者賞最高齢者賞★ ★★ ★ ★★

足立  秋枝さん足立  秋枝さん
【住吉校区】【住吉校区】

9090歳歳

松重  勇さん松重  勇さん
【奈良屋地区】【奈良屋地区】

8484歳歳

賞 校区・地区 氏　名
最優秀歌唱賞 東吉塚 安武 　浩二

優秀歌唱賞
冷　泉 桐谷 きのみ
三　筑 松岡 　　茂
那珂南 中原 　英治

奨励賞
美野島 柴崎 　榮子
吉　塚 田㟢 　正文
美野島 古屋 　征範

大会結果大会結果
（敬称略）（敬称略）

　私は、東吉塚公民館のなかよしの会に入
会して、約６年です。月２回の教室は待ち
遠しいくらい楽しいです。亡き両親も歌が
大好きで、この曲も両親に教わりました。

最優秀賞最優秀賞
歌唱賞歌唱賞

「大利根月夜」
安武 浩二さん
（東吉塚校区）

松岡  茂さん松岡  茂さん
【三筑校区】【三筑校区】

桐谷  きのみさん桐谷  きのみさん
【冷泉地区】【冷泉地区】

中原  英治さん中原  英治さん
【那珂南校区】【那珂南校区】

優秀歌唱賞優秀歌唱賞

美声響かせ会場を魅了美声響かせ会場を魅了
第 17 回博多区高齢者カラオケ大会



令和5年1月1日令和5年1月1日 第67号（2）第67号（2）

健
康
を
最
優
先
に

健
康
を
最
優
先
に

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
で
活
動
再
開

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
で
活
動
再
開

馬
場
　
哲
久

博
多
区
長

　
新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
博
高
連
」
会
員
の
皆
様

に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
か
ら
会
員
相
互
の

親
睦
と
交
流
を
深
め
ら
れ
、

健
康
づ
く
り
や
社
会
奉
仕

活
動
な
ど
、
地
域
を
豊
か
に

す
る
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
こ

と
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　
昨
年
は
、
５
月
に
博
多
区

役
所
と
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
が
一
体
と
な
っ
た
新
庁

舎
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

区
民
の
皆
様
か
ら
親
し
ま

れ
、
快
適
で
利
用
し
や
す
い

区
役
所
と
な
る
よ
う
、
日
々

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
を

行
い
な
が
ら
で
す
が
、
３
年

ぶ
り
に
「
博
多
ど
ん
た
く
港

ま
つ
り
」
や
「
博
多
祇
園
山

笠
」
が
開
催
さ
れ
、秋
に
は
、

博
多
の
夜
を
彩
る
「
博
多
旧

市
街
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ウ
ォ

ー
ク
千
年
煌
夜
」
も
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
、
街
の
賑
わ

い
が
徐
々
に
戻
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
３
月
に
地
下
鉄

七
隈
線
が
天
神
南
駅
か
ら

博
多
駅
ま
で
延
伸
開
業
す

る
予
定
で
す
。
新
駅
は
「
櫛

田
神
社
前
駅
」
と
命
名
さ
れ

ま
し
た
。
櫛
田
神
社
は
博
多

祇
園
山
笠
が
毎
年
奉
納
さ

れ
、「
お
櫛
田
さ
ん
」
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
る
博
多
の

総
鎮
守
で
す
。
地
下
鉄
の
延

伸
は
福
岡
・
博
多
の
街
を
よ

り
結
び
つ
け
、
新
た
な
人
の

流
れ
を
生
み
出
し
、
歴
史
と

文
化
の
ま
ち
博
多
の
活
力

と
魅
力
を
さ
ら
に
向
上
さ

せ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
７
月
に
は
、
２
０
０
１
年

に
ア
ジ
ア
で
初
め
て
本
市

で
開
催
さ
れ
た
世
界
水
泳

選
手
権
が
22
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
博
多
区
に
あ

る
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
や
県
立

総
合
プ
ー
ル
が
主
会
場
と

な
る
世
界
水
泳
選
手
権
は
、

き
っ
と
福
岡
の
街
を
一
層

活
気
づ
け
て
く
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。
一
緒

に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
は
、
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ

ナ
の
段
階
と
な
り
、
皆
様
方

の
老
人
ク
ラ
ブ
に
つ
き
ま

し
て
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や

基
本
的
な
感
染
対
策
を
行

い
つ
つ
、
活
動
が
実
施
で
き

る
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化

が
図
ら
れ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
が
会
員
の
皆
様
に

と
っ
て
明
る
く
良
い
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。



令和5年1月1日令和5年1月1日（3）第67号（3）第67号

会
長
　
楢
橋
　
貞
雄

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

仲
間
増
や
し
飛
躍
の
年
に

仲
間
増
や
し
飛
躍
の
年
に

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
博
高
連
会
員
の
皆
様
に
は
、

お
健
や
か
な
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ

ま
す
。

　
今
年
は
卯
年（
う
さ
ぎ
）で

す
。「
卯
」
と
い
う
字
は
左
右

に
開
か
れ
た
門
の
形
か
ら
で

き
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
閉
じ

て
い
た
門
が
開
き
「
飛
び
出

す
」
の
意
味
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
う
さ

ぎ
の
跳
ね
る
姿
か
ら
卯
年
は

「
飛
躍
す
る
年
」
と
言
わ
れ
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
り
、

日
本
社
会
経
済
や
博
高
連
が

飛
躍
す
る
年
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
念
願
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
、
博
高
連
は
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
も
、
で
き
う
る
限

り
の
対
策
を
講
じ
て
事
業
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
3

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
演

芸
大
会
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で

は
、
出
演
者
の
熱
演
に
対
し

観
客
席
か
ら
盛
大
な
拍
手
が

起
き
る
な
ど
、
会
場
全
体
が

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
や

ペ
タ
ン
ク
大
会
、
ソ
フ
ト
ダ
ー

ツ
大
会
な
ど
も
多
く
の
会
員

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
5
年
は
、
コ
ロ
ナ

終
息
を
見
据
え
て
、
各
事
業

の
更
な
る
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
会
員
増
強
に
つ
き

ま
し
て
は
、
年
度
当
初
に
1

ク
ラ
ブ
新
設
で
き
た
も
の
の
、

年
度
途
中
に
2
ク
ラ
ブ
解
散

す
る
等
、
改
善
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

総
務
省
に
よ
り
ま
す
と
、

令
和
4
年
の
65
歳
以
上
の
高

齢
者
は
３
６
２
７
万
人
、
75

歳
以
上
の
方
は
１
９
３
７
万

人
と
な
り
、
毎
年
高
齢
者
人

口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
に

も
関
わ
ら
ず
全
国
的
に
老
人

ク
ラ
ブ
数
、
会
員
数
は
減
少

し
て
お
り
、
博
多
区
に
お
い

て
も
ピ
ー
ク
の
平
成
3
～
6

年
の
１
８
２
ク
ラ
ブ
、
会
員

数
１
万
５
７
７
人
か
ら
、
昨

年
は
98
ク
ラ
ブ
、
会
員
数

３
７
６
５
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
定
年
延
長
等
で

65
歳
以
上
の
就
労
人
口
が

増
え
る
な
ど
、
生
活
・
社
会

環
境
の
変
化
に
よ
り
、
老
人

ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
活
動
に
取
り
組
み
に
く
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
要
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
一
方
で

は
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
り
た

く
て
も
ど
こ
に
あ
る
か
分
か

ら
な
い
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
が

見
え
な
い
、
と
い
う
声
を
聴

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

地
域
を
基
盤
と
す
る
単
位
ク

ラ
ブ
の
事
業
や
地
域
活
動
を

通
じ
て
、
多
く
の
方
に
声
を

か
け
老
人
ク
ラ
ブ
の
良
さ
や

楽
し
さ
、
面
白
さ
を
Ｐ
Ｒ
し

て
く
だ
さ
い
。
民
生
委
員
や

町
内
会
、
自
治
協
議
会
と
協

力
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
に
興
味

を
持
っ
て
い
る
人
を
探
し
勧

誘
し
て
く
だ
さ
い
。
身
近
な

人
の
確
か
な
言
葉
は
心
に
響

き
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

方
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
ク

ラ
ブ
を
活
性
化
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ク
ラ
ブ
解
散
の
最

大
の
原
因
は
、
後
継
者
が
い

な
い
こ
と
で
す
。
常
日
頃
か

ら
役
員
等
後
継
者
育
成
を
意

識
し
て
い
た
だ
き
、
会
長
の

業
務
・
役
職
を
他
の
役
員
と

分
散
し
て
業
務
軽
減
を
図
る

と
同
時
に
、
女
性
や
若
手
を

積
極
的
に
役
員
へ
登
用
し
て

い
た
だ
く
等
、
人
材
育
成
と

ク
ラ
ブ
の
継
続
に
努
め
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の
終
息

を
念
願
す
る
と
と
も
に
、
本

年
が
会
員
の
皆
様
、
ご
家
族

の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多

き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



令和5年1月1日令和5年1月1日 第67号（4）第67号（4）

【優秀賞】手話ダンスYOU＆I北野板付教室（板付）「明日があるさ」【優秀賞】手話ダンスYOU＆I北野板付教室（板付）「明日があるさ」【優秀賞】 那珂南老人クラブ連合会（那珂南）【優秀賞】 那珂南老人クラブ連合会（那珂南）
「勘太郎月夜唄」「勘太郎月夜唄」

華
や
か
な
舞
に
感
動

南
山
会（
東
月
隈
）が
最
優
秀
賞

第
47
回 

博
多
区
高
齢
者
演
芸
大
会

　
7
月
22
日
（
金
）、
博
多
市

民
セ
ン
タ
ー
に
て
、
第
47
回
博

多
区
高
齢
者
演
芸
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
3
年
ぶ
り
の
演
芸
大
会
に

は
、
18
組
（
う
ち
3
組
特
別
出

演
）
93
名
が
出
演
し
、
日
舞
や

手
話
ダ
ン
ス
、
合
唱
や
寸
劇
な

ど
様
々
な
演
目
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
審
査
は
「
演
技
力
・
熱
演

力
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
の
３
項

目
の
総
合
得
点
で
順
位
が
決
め

ら
れ
、
華
や
か
な
日
舞
で
多
く

の
感
動
を
与
え
た
南
山
会
（
東

月
隈
）
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
練
習
を
行

う
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た

だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。
次
回

も
演
技
に
磨
き
を
か
け
、
上
位

入
賞
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

民舞教室（長生園）「舞春秋」民舞教室（長生園）「舞春秋」

那珂南老人クラブ那珂南老人クラブ
ボランティアグループボランティアグループ

（那珂南）（那珂南）
「ボランティアの一日」「ボランティアの一日」

フラダンス教室フラダンス教室
（長生園）「プアカーネーション」（長生園）「プアカーネーション」

【優秀賞】 千代翠会（千代）「男の拳」【優秀賞】 千代翠会（千代）「男の拳」

南山会（東月隈）南山会（東月隈）
「「二人道二人道」」

　2 人はともに 80 歳を超
え、足腰の痛みに耐えなが
ら 2人で連舞を踊ります。
　所詮、道ずれ男と女、回
り舞台さ人生は。愛が絆の
二人道。

最優秀賞

演技賞

手話ダンス教室（長生園）「糸」手話ダンス教室（長生園）「糸」 熱演賞

特別賞チームワーク賞

優秀賞
（3組）


















